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II. 成果の概要（総括研究報告） 
 
和文 
分担研究者の里見絵理子科長（国立研究法人 国立がん研究センター中央病院）や研究協力者の井

上彰教授（東北大学大学院 医学系研究科・医学部 緩和医療学分野）、山口拓洋教授（東北大学大

学院 医学系研究科・医学部 医学統計学分野）らから指導を受け、また、国立がん研究センター

東病院臨床試験支援チームより支援を受けデキサメタゾン 8mg 実施可能性試験のプロトコールを完

成させた。IRB の審議の結果、研究計画の修正を求められ、多施設共同第Ⅱ相試験へと変更し、多

施設共同第Ⅱ相試験のプロトコールを完成させた。再度 IRB に提出し審議を受ける予定である。 
 
英文 
We planned and made the protocol of the feasibility study of dexamethasone 8mg for cancer 
related fatigue. After deliberation in the institutional review board (IRB) in national cancer 
center hospital east, IRB requested the major revision for our study design. Therefore, we 
changed our study design and wrote the protocol of multi-centered phase II study. 
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